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業
で
一
部
、
組

合
負
担
が
生
じ

る
た
め
の
対
応

と
説
明
さ
れ

た
。
予
算
規
模
で
計
約
５
６
９

０
万
円
の
５
年
度
予
算
案
が
承

認
さ
れ
た
。

　

第
５
号
議
案
は
規
約
改
正
に

つ
い
て
審
議
。
規
約
・
第
２
章

の
業
務
運
営
に
関
す
る
こ
と
の

う
ち
「
役
員
の
職
責
」
を
定
め

た
第
２
条
に
⑻
と
し
て
「
役
職

に
あ
る
者
が
病
気
そ
の
他
の
事

情
に
よ
り
、
そ
の
業
務
執
行
に

支
障
が
あ
る
場
合
は
、
会
長
が

指
名
し
た
者
が
代
行
す
る
。
休

務
期
間
は
６
ヵ
月
と
し
、
６
ヵ

月
を
超
え
て
復
職
で
き
な
い
場

合
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
た

が
挨
拶
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類

移
行
（
５
月
８
日
予
定
）
な
ど

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

「
全
社
連
は
（
コ
ロ
ナ
禍
に
）

離
れ
た
お
客
さ
ん
を
取
り
戻
す

施
策
も
講
じ
よ

う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。
一
緒

に
力
を
合
わ
せ

て
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
述

べ
、
議
長
席
に

着
い
た
。

　

議
事
録
署
名

人
に
町
田
副
会

長
（
新
潟
）
と

小
川
理
事
（
静

岡
）
を
選
任

後
、
第
２
号
議

案
で
令
和
４
年

度
補
正
予
算
・

生
衛
業
活
性
化

支
援
事
業
（
キ

　

こ
の
日
は
出
席
理
事
22
名
、

委
任
状
16
通
で
過
半
数
を
満
た

し
理
事
会
が
成
立
。
保
志
専
務

理
事
の
司
会
、
福
長
副
会
長
の

開
会
挨
拶
に
続
き
、
友
本
会
長

ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
つ
い
て
審
議

し
取
り
組
む
こ
と
を
承
認
し
た

（
事
業
の
概
要
は
別
掲
）。

　

第
３
号
議
案
・
令
和
５
年
度

事
業
計
画
案
は
、
５
年
度
も
引

き
続
き
「
組
織
拡
大
と
強
化
」

を
最
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

組
み
、
業
界
発
展
に
向
け
力
を

合
わ
せ
て
い
く
方
針
な
ど
を
伊

藤
総
務
部
長
が
読
み
上
げ
、
承

認
さ
れ
た
（
２
面
に
基
本
方

針
）。
こ
の
う
ち
東
京
で
開
催

す
る
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策

事
業
の
研
修
会
は
、
９
月
12

日
、
13
日
に
予
定
。
こ
れ
に
連

動
し
て
全
社
連
暴
力
団
等
排
除

対
策
協
議
会
も
９
月
14
日
に
予

定
し
て
い
る
。

　

第
４
号
議
案
・
令
和
５
年
度

収
支
予
算
案
で
は
、
補
助
金
事

業
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
と
生

衛
業
対
策
事
業
）
を
別
会
計
と

せ
ず
本
会
計
に
組
み
込
む
形
で

提
案
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

　

理
事
会
の
報
告
事
項
で
は
、

今
年
度
前
半
に
都
道
府
県
組
合

の
事
務
局
職
員
を
集
め
た
全
国

事
務
局
会
議
を
開
催
す
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
等
に
向
け
全
社
連
事
務

局
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

　

ま
た
全
国
大
会
の
開
催
地
に

つ
い
て
は
今
後
、
開
催
を
希
望

す
る
県
が
理
事
会
の
承
認
を
経

て
全
社
連
へ
要
望
書
を
提
出
す

る
ル
ー
ル
と
な
っ
た
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。
そ
し
て
令
和
６
年

度
の
開
催
地
は
、
高
知
県
か
ら

要
望
書
の
提
出
を
受
け
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
開
催
が
承
認
さ
れ

た
。
高
知
県
の
堀
川
理
事
長
は

「
最
近
、
増
え
て
い
る
若
い
組

合
員
に
元
気
を
与
え
た
い
」
と

誘
致
の
理
由
を
説
明
し
た
。

　

こ
の
後
、
今
年
11
月
13
日
の

全
国
大
会
を
主
管
す
る
広
島
県

の
佐
々
木
理
事
長
（
全
社
連
副

会
長
）
が
「
準
備
を
順
調
に
進

め
て
い
ま
す
」
と
報
告
し
た
。

　

▼
国
の
対
策
事
業
補
助
金
を

活
用
す
る
組
合
は
全
社
連
に
も

報
告
書
の
写
し
を
提
出

　

ま
た
厚
生
労
働
省
の
生
活
衛

生
関
係
営
業
対
策
事
業
補
助
金

の
う
ち
、
全
社
連
を
通
し
一
部

県
組
合
が
取
り
組
む
事
業
に
つ

い
て
は
▽
該
当
の
県
組
合
は
事

業
計
画
書
や
必
要
書
類
と
同
様

に
、
終
了
後
の
報
告
書
も
全
社

連
に
提
出
す
る
こ
と
▽
応
募
組

合
の
事
業
計
画
書
等
を
全
社
連

の
基
盤
強
化
対
策
チ
ー
ム
及
び

執
行
部
が
精
査
し
５
年
度
分

（
計
１
４
０
０
万
円
）
は
７
組

合
を
選
定
す
る
（
４
月
10
〜
15

日
）
と
説
明
、
周
知
さ
れ
た
。

後
、そ
の
職
を
解
く
」と
す
る
項

目
を
追
加
す
る
内
容
が
承
認
さ

れ
た
。
規
約
改
正
の
件
は
、
５

年
度
事
業
計
画
案
、
同
収
支
予

算
案
と
共
に
総
会
の
上
程
議
案

と
な
る
。

　

今
年
は
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
の
年
。
こ
の
う
ち
会
長

選
挙
に
つ
い
て
は
、
５
月
18
日

ま
で
立
候
補
の
届
け
を
受
け
付

け
て
い
る
。
会
長
選
の
立
候
補

届
け
は
規
定
で
「
総
会
の
40
日

前
ま
で
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
基
づ
い
た
対
応
。

　

立
候
補
は
、
５
名
以
上
の
推

薦
書
を
添
え
て
全
社
連
事
務
局

に
届
け
出
る
。
立
候
補
者
が
複

数
名
だ
っ
た
場
合
は
、
次
回
理

事
会
の
承
認
に
よ
り
選
挙
管
理

特
別
委
員
会
を
設
置
。
理
事
の

投
票
に
よ
り
選
出
す
る
。

　

全
社
連
の
令
和
４
年
度
第
３
回
理
事
会
が
３
月
29
日
、
全
国
生
衛
会
館
（
東
京
）
で
開
催
さ

れ
た
。
国
の
令
和
４
年
度
補
正
予
算
・
生
衛
業
活
性
化
支
援
事
業
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）、
令
和

５
年
度
事
業
計
画
案
、
同
収
支
予
算
案
、 

規
約
改
正
の
件
な
ど
５
議
案
が
審
議
さ
れ
全
議
案
が

承
認
さ
れ
た
。
４
年
度
事
業
経
過
報
告
案
、
同
収
支
決
算
報
告
案
等
は
５
月
26
日
の
５
年
度
第

１
回
理
事
会
で
審
議
さ
れ
る
見
通
し
。
５
年
度
通
常
総
会
は
６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
る
。

　

全
社
連
（
友
本
正
己
会

長
）
は
今
年
11
月
、
希
望

す
る
組
合
加
盟
店
を
対
象

に
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
を
実
施
す
る
。

　

令
和
４
年
度
補
正
予
算

・
生
衛
業
活
性
化
支
援
事

業
と
し
て
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
金
を
受
け
て
行
う

も
の
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

タ
イ
ト
ル
は
全
国
社
交
飲

食
業
強
化
月
間
「
お
も
て

な
し
の
秋
」
〜
１
万
名
様

へ
の
お
く
り
も
の
。

　

11
月
１
日
か
ら
30
日
の

期
間
中
、
参
加
組
合
加
盟

店
の
お
客
様
（
１
万
名
）

に
抽
選
で
電
子
マ
ネ
ー
ポ

イ
ン
ト
が
当
た
る
企
画
。

　

現
時
点
で
は
５
月
以

降
、
各
都
道
府
県
組
合
を

通
じ
て
参
加
店
を
募
り
７

月
に
締
め
切
る
予
定
。
そ

の
後
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

務
局
の
活
動
開
始
（
８

月
）、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ッ
ト
の
配

布
（
９
月
）、
専
用
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
開
設
や
マ
ス

コ
ミ
等
へ
の
リ
リ
ー
ス
の

配
信
（
10
月
）
を
予
定
し

て
い
る
。

　

お
客
様
は
来
店
・
会
計

時
に
ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
な
ど
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｕ
Ｒ
Ｌ
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
抽

選
に
参
加
（
１
店
１
日
１

回
）。
そ
の
場
で
当
た
り

・
ハ
ズ
レ
の
結
果
が
判
明

し
付
与
さ
れ
る
電
子
マ
ネ

ー
ポ
イ
ン
ト
も
わ
か
る
仕

組
み
。
当
選
ポ
イ
ン
ト
の

配
分
構
成
は
未
定
。

　

同
事
業
を
通
し
全
社
連

は
▽
組
合
店
へ
の
人
流
活

性
化
▽
来
店
客
へ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
強
化
▽
組
合

の
注
目
度
、
知
名
度
向
上

▽
参
加
組
合
店
へ
の
集
客

増
加
と
売
上
貢
献
︱
な
ど

を
図
り
た
い
考
え
。

理事会の冒頭、挨拶する友本会長（全国生衛会館）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ

令和４年度第３回理事会で５議案を審議
キャンペーン事業キャンペーン事業な　な　

　ど　ど承認承認国の補正
予算活用

11
月
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

全国社交飲食業
強　化　月　間  おもてなしの秋 １万名様へのおくりもの

参　加
組合店 来店客に電子マネーポイント当たる企 画

事
務
局
会
議
を
開
催
へ

全
国
大
会 

来
年
は
高
知
県
に
内
定

立
候
補
受
付
は

５
月
18
日
ま
で

全
社
連
の
会
長
選

令 

和

５
年
度 

事
業
計
画
案
、予
算
案
、規
約

改
正 

は
総
会（
６
月

27
日

）に
上
程
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衛
生
同
業
組
合
員
に
限
定
さ
れ

て
お
り
、
組
合
員
の
み
が
恩
恵

を
得
ら
れ
る
。
社
交
は
令
和
３

年
度
か
ら
対
象
と
な
っ
た
が
、

実
績
が
乏
し
く
次
回
も
延
長
す

る
た
め
に
は
利
用
実
績
を
積
み

重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　

【
対
象
と
な
る
設
備
】

　

❶
取
得
価
額
が
70
万
円
以
上

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
…
（
例
）
労

務
管
理
・
勤
怠
管
理
、
在
庫
管

理
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等

　

❷
１
台
又
は
１
基
の
取
得
価

額
が
１
６
０
万
円
以
上
の
業
務

用
機
器
…
（
例
）
業
務
用
冷
蔵

庫
・
製
氷
機
な
ど
の
調
理
機
械

等
。※「
他
の
資
産
と
一
体
と
な

っ
て
設
備
を
形
成
し
当
該
設
備

の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
当
該

設
備
の
一
部
と
し
て
、
そ
の
機

能
を
果
た
す
も
の
」
と
税
務
署

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
。

　

▼
組
合
向
け
共
同
利
用
施
設

の
特
別
償
却
制
度
も
延
長

　

生
活
衛
生
同

業
組
合
等
が
共

同
利
用
施
設
を
取
得
し
た
場

合
の
特
別
償
却
制
度
も
、
適

用
期
限
が
令
和
７
年
３
月
末

ま
で
２
年
間
、
延
長
さ
れ

た
。
取
得
価
額
要
件
は
建
物

が
６
０
０
万
円
以
上
、
そ
の

他
が
４
０
０
万
円
以
上
。
対

象
設
備
は
組
合
会
館
や
共
同

研
修
施
設
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
な
ど
。

　

な
お
理
事
会
前
に
は
全
国

指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
価
格

高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金

の
関
係
で
説
明
を
受
け
た
。

　

全
社
連
の
令
和
４
年
度
第
３

回
理
事
会
前
に
、
厚
生
労
働
省

の
小
野
陽
介
生
活
衛
生
課
長
補

佐
か
ら
「
中
小
企
業
投
資
促
進

税
制
」
な
ど
の
活
用
促
進
に
向

け
た
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

同
制
度
は
令
和
５
年
度
税
制

改
正
で
令
和
７
年
３
月
末
ま
で

２
年
延
長
さ
れ
た
。
個
人
事
業

主
又
は
資
本
金
３
０
０
０
万
円

以
下
の
中
小
企
業
は
、
対
象
設

備
（
新
品
）
の
取
得
初
年
度
に

取
得
価
額
の
「
30
％
の
特
別
償

却
」
又
は
「
７
％
の
税
額
控

除
」
の
い
ず
れ
か
が
認
め
ら
れ

る
。
資
本
金
３
０
０
０
万
円
以

上
の
中
小
企
業
は
30
％
の
特
別

償
却
の
み
。

　

生
衛
業
に
つ
い
て
は
全
業
種

が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
社
交

飲
食
業（
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
等
）

及
び
料
理
業
（
料
亭
）
は
生
活

　

【
基
本
方
針
】
こ
の
春
、
業

界
が
要
望
し
て
い
た
感
染
症
法

に
基
づ
く
類
型
の
見
直
し
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

ュ
ー
ス
の
年
度
５
回
発
行
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
随
時
更
新
）、

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
補
助
金

を
使
っ
た
活
性
化
支
援
事
業

（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
）、
対

策
事
業
（
全
社
連
研
修
会
は
９

月
12
〜
13
日
に
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

東
京
を
予
定
）、
安
全
安
心
な

繁
華
街
を
目
指
し
反
社
会
的
勢

力
の
排
除
（
全
社
連
暴
力
団
等

排
除
対
策
協
議
会
は
９
月
14
日

開
催
予
定
）、
税
制
改
正
要
望

な
ど
に
取
り
組
む
。

　

全
社
連
の
令
和
４
年
度
正
副

会
長
会
議
は
、
第
６
回
が
２
月

１
日
、
第
７
回
が
３
月
28
日
に

全
国
生
衛
会
館
の
特
別
会
議
室

で
、
い
ず
れ
も
生
活
衛
生
関
係

営
業
対
策
事
業
の
会
議
後
に
開

催
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
令
和
４
年
度
最
後

の
会
議
と
な
っ
た
第
７
回
で
は

翌
日
の
第
３
回
理
事
会
に
向
け

令
和
５
年

　

２
月
１
日　

令
和
４
年
度
第

４
回
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策

事
業
検
討
会
。
正
副
会
長
、
専

務
理
事
、
総
務
部
長
▽
同
第
６

回
正
副
会
長
会
議
。
出
席
者
は

前
同
。

　

２
月
２
日　

デ
ジ
タ
ル
化
推

進
検
討
委
員
会
。
保
志
専
務
理

事
▽
コ
ロ
ナ
類
型
見
直
し
に
伴

う
意
見
交
換
会
。
出
席
者
は
前

同
▽
全
国
中
央
会
事
務
局
研
修

会
。
田
中
事
務
局
員
。

　

２
月
22
日　

全
国
指
導
セ
ン

タ
ー
理
事
会
。
友
本
会
長
▽
厚

生
労
働
省
・
高
宮
課
長
来
訪
。

友
本
会
長
、
保
志
専
務
理
事
。

　

２
月
28
日　

全
国
連
合
会
事

務
局
代
表
者
会
議
。
田
中
事
務

局
員
。

　

３
月
２
日　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
打
ち
合
わ
せ
。
保
志
専
務

理
事
、
田
中
事
務
局
員
。

　

３
月
７
日　

全
国
指
導
セ
ン

タ
ー
理
事
会
等
。
友
本
会
長
。

　

３
月
14
日　

都
道
府
県
指
導

セ
ン
タ
ー
理
事
長
会
。
友
本
会

長
。

　

３
月
17
日　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
打
ち
合
わ
せ
。
伊
藤
総
務

部
長
、
田
中
事
務
局
員
。

　

３
月
28
日　

第
５
回
生
活
衛

生
関
係
営
業
対
策
事
業
検
討

会
。
正
副
会
長
、
専
務
理
事
、

総
務
部
長
▽
第
７
回
正
副
会
長

会
議
。
出
席
者
は
前
同
。

　

３
月
29
日　

第
３
回
理
事
会

（
１
面
記
事
参
照
）。	

染
症
は
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ

の
変
更
案
が
示
さ
れ
、
感
染
予

防
策
も
大
き
く
見
直
さ
れ
る

が
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
消
費

者
の
生
活
様
式
の
変
化
も
あ

り
、
更
に
物
価
高
騰
が
追
い
打

ち
を
か
け
、
業
界
の
営
業
環
境

は
尚
一
層
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で

は
あ
る
が
、「
生
活
衛
生
関
係

営
業
活
性
化
支
援
事
業
」
を
活

用
し
、
全
国
規
模
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
集
客
を
図
り
、
経
営
状

況
の
改
善
へ
の
糸
口
を
み
つ

け
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
も
昨
年

に
引
き
続
き
、「
組
織
拡
大
と

強
化
」
を
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
同
業
者
の
方

々
と
力
を
合
わ
せ
て
、
組
織
基

盤
の
強
化
を
図
り
、
業
界
発
展

の
為
に
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

そ
の
為
に
も
後
継
者
育
成
の
研

修
会
等
以
下
の
事
業
を
実
施

し
、
組
合
お
よ
び
社
交
飲
食
業

界
の
振
興
と
発
展
を
目
指
す
。

◇

　

令
和
５
年
度
は
、
こ
の
方
針

を
基
に
、
組
織
拡
大
と
強
化
、

全
国
大
会
（
11
月
13
日
・
広

島
）、
表
彰
事
業
（
生
活
衛
生

功
労
者
表
彰
は
10
月
20
日
、
東

京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
）、
広
報
事
業
（
全
社
連
ニ

　

令
和
４
年
度
第
３
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
５
年
度
通
常
総
会
に
上
程
さ
れ
る
、
全
社
連
の

令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
の
う
ち
基
本
方
針
は
次
の
通
り
。
最
重
要
テ
ー
マ
に
は
「
組
織

拡
大
と
強
化
」
を
掲
げ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
、
政
府
は
３
月
13
日

か
ら
マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方
を

変
更
し
「
個
人
の
判
断
」
に
委

ね
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、

全
社
連
は
社
交
飲
食
業
に
お
け

る
マ
ス
ク
着
用
の
取
扱
に
つ
い

て
、
次
の
要
旨
の
文
書
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
た
。

　

「
マ
ス
ク
の
着
用
」
の
考
え

方
の
適
用
（
３
月
13
日
か
ら
）

に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に

留
意
す
る
。

　

・
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
か
ど

う
か
は
、
個
人
の
判
断
に
委
ね

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
本
人
の

意
思
に
反
し
て

マ
ス
ク
の
着
脱

を
強
い
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、

個
人
の
主
体
的

な
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
。

　

・
事
業
者
が
感
染
対
策
上
又

は
事
業
上
の
理
由
等
に
よ
り
、

利
用
者
又
は
従
業
員
に
マ
ス
ク

の
着
用
を
求
め
る
こ
と
は
許
容

さ
れ
る
。

　

・
感
染
が
大
き
く
拡
大
し
て

い
る
場
合
に
は
、
一
時
的
に
場

面
に
応
じ
た
適
切
な
マ
ス
ク
の

着
用
を
広
く
呼
び
か
け
る
な

ど
、
よ
り
強
い
感
染
対
策
を
求

め
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
た
だ

し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い

て
も
、
子
供
の
マ
ス
ク
の
着
用

に
つ
い
て
は
、
健
康
面
等
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
、
保
護
者
や
周
り
の
大

人
が
個
々
の
子
供
の
体
調
に
十

分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

◇

　

な
お
「
マ
ス
ク
の
着
用
」
の

考
え
方
の
適
用
後
で
あ
っ
て
も

基
本
的
な
感
染
対
策
は
重
要
で

あ
り
引
き
続
き
「
三
つ
の
密
」

の
回
避
、「
人
と
人
と
の
距
離
の

確
保
」「
手
洗
い
等
の
手
指
衛

生
」「
換
気
」
等
の
励
行
に
つ
い

て
呼
び
か
け
る
こ
と
と
す
る
。

　

▼
コ
ロ
ナ
の
分
類
、
見
直
し

　

政
府
は
５
月
８
日
に
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
（
分
類
）
を
２
類
相
当
か
ら

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

等
の
「
５
類
」
に
移
行
す
る
方

針
だ
。
全
社
連
は
昨
秋
、
全
国

生
衛
組
合
中
央
会
な
ど
を
通
じ

５
類
移
行
を
要
望
し
て
い
た
。

　

５
類
に
移
行
す
る
と
、
緊
急

事
態
宣
言
な
ど
の
行
動
制
限
や

感
染
者
及
び
濃
厚
接
触
者
へ
の

外
出
自
粛
要
請
な
ど
が
か
け
ら

れ
な
く
な
る
。

　

全
社
連
は
こ
の
ほ
ど
、
昨
年
11
月
28
、
29
日
の

２
日
間
、
東
京
で
開
催
し
た
令
和
４
年
度
生
活
衛

生
関
係
営
業
対
策
事
業
研
修
会
「
次
代
を
担
う
人

材
育
成
及
び
基
盤
強
化
・
組
織
拡
大
事
業
」
の
内

容
を
収
め
た
冊
子
を
制
作
。
各
都
道
府
県
組
合
な

ど
に
発
送
し
た
。
体
裁
は
カ
ラ
ー
Ａ
４
版
66
ペ
ー

ジ
。
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局
生
活
衛
生

課
長
・
高
宮
裕
介
氏
の
基
調
講
演
の
ほ
か
５
氏
の

講
演
、
参
加
者
と
全
社
連
幹
部
に
よ
る
意
見
交
換

会
の
内
容
、
参
加
者
の
感
想
な
ど
を
収
録
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
は「
個
人
の
判
断
」

５
月
８
日
に
コ
ロ
ナ「
５
類
」へ 

全
社
連
の

要
望
結
実

正
副
会
長
会
議
を
開
催

理
事
会
上
程
議
案
な
ど
審
議

研
修
会
の
冊
子
を
制
作

６氏の講演など掲載

広
島
大
会
は
11
月
13
日
開
催

昨年の沖縄大会での広島代表団のアピール

全社連・令和５年度事業計画案全社連・令和５年度事業計画案

最重要
テーマ「組織拡大と強化」社

交
は
組
合
員
の
み
対
象

「
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」活
用
を
�

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
購
入
な
ど
税
制
優
遇

て
、
生
衛
業
活
性
化
支
援
事
業

（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
や
令
和
５

年
度
事
業
計
画
案
、
同
収
支
予

算
案
な
ど
上
程
議
案
を
審
議
。

ほ
か
に
10
月
に
行
わ
れ
る
令
和

５
年
度
生
活
衛
生
功
労
者
表
彰

の
推
薦
枠
（
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
２
名
、
中
央
会
理
事
長
表
彰

４
名
）
と
各
県
組
合
か
ら
の
締

切
日
（
５
月
10
日
）
な
ど
を
決

め
、
旅
費
規
程
に
つ
い
て
も
話

し
合
っ
た
。

　

ま
た
高
知
県
か
ら
要
望
を
受

け
た
令
和
６
年
度
の
全
国
大
会

開
催
に
つ
い
て
は
、
同
県
で
の

開
催
を
翌
日
の
理
事
会
に
提
案

す
る
こ
と
と
し
た
。

◆全社連賛助会員・企業（番号はＴＥＬ） 

酒類メーカー アサヒビール株式会社     03-5608-5158 

カラオケ機器 株式会社エクシング      03-6848-8183 

酒類メーカー サントリー株式会社     03-5579-1000 

たばこ事業  日本たばこ産業株式会社       03-6636-2914 

電力・ガス  株式会社ミツウロコヴェッセル 03-3275-6316 

酒類メーカー キリンビール株式会社     03-5641-2270 

事
務
局
日
誌

事
務
局
日
誌
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令
和
４
年
末
か

ら
今
年
３
月
に

か
け
て
イ
ン
ボ

イ
ス
に
関
す
る

講
習
会
を
県
内
４
ヵ
所

で
開
催
、
合
計
３
３
０

名
が
参
加
し
た
。
ま
た

今
年
１
月
に
は
嘉
手
納

町
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
た

衛
生
管
理
講
習
会
を
開

催
し
た
。

　

集
客
イ
ベ
ン
ト
は
、

昨
年
７
月
か
ら
今
年
３

月
に
か
け
て
県
内
９
ヵ

所
で
開
催
。
２
月
10
日

の
社
交
フ
ェ
ス
タ
（
那
覇
市
）

は
泡
盛
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
の

実
演
、
試
飲
、
県
産
品

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
行
わ
れ

県
内
外
か
ら
約
５
０
０

名
が
来
場
。
他
地
区
で

は
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を

開
催
し
た
。
合
わ
せ
て

一
般
消
費
者
な
ど
約
２

８
０
０
名
が
来
場
し
、

事
業
者
と
の
交
流
が
図

ら
れ
る
と
共
に
終
了
後

は
地
元
社
交
街
に
流
れ

る
動
き
が
見
ら
れ
た
。

　

新
潟
県
組
合
（
町
田
宏
之
理

事
長
）
は
昨
年
10
月
17
日
か
ら

23
日
ま
で
県
央
エ
リ
ア

で
、
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
を

組
み
合
わ
せ
た
「
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
ナ
イ
ト
社
交
祭
」
を
実

施
。
参
加
組
合
加
盟
店
で

使
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

飲
食
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し

た
。
エ
リ
ア
組
合
員
の
40

％
に
あ
た
る
45
店
舗
が
参

加
し
延
べ
７
５
０
名
が
参
加
店

を
訪
れ
た
。

　

ま
た
新
潟
市
内
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ナ
イ
ト
で
は
、
11
月
18
日
に
繁

華
街
の
ふ
る
ま
ち
モ
ー
ル
で
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ゲ

ス
ト
に
仮
面
女
子
な
ど
を
迎
え

２
０
０
０
名
が
来
場
し
た
。
来

場
者
に
は
同
日
か
ら
２
日
間
、

参
加
組
合
加
盟
店
（
60
店
舗
）

で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
付
き
チ

ラ
シ
を
配
布
。
持
参
者
が
各
店

を
利
用
し
店
舗
ご
と
の
お
得
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
。

　

徳
島
県
社
交
飲
食
組
合

は
、
令
和
３
年
に
柳
本
真
吾

理
事
長
（
現
在
46
歳
）
が
就

任
。
同
世
代
の
役
員
も
増

え
、
組
織
拡
大
に
力
を
入
れ

て
き
た
が
、
そ
の
成
果
が
表

れ
て
き
た
。

　

令
和
５
年
度
の
全
社
連
会

員
登
録
は
２
０
５
人
と
前
年

度
（
１
２
０
人
）
の
１
・
７

倍
に
増
え
た
。
ま
た
従
来
は

徳
島
市
を
中
心
に
活
動
し
て

き
た
が
、
小
松
島
、
阿
南
に

支
部
を
創
設
し
組
織
強
化
を

で
生
活
衛
生
同

業
組
合
を
ア
ピ

ー
ル
。
さ
ら
に

４
年
度
は
全
社

連
を
通
じ
た
厚

労
省
の
対
策
事

業
補
助
金
を
使

い
入
会
説
明
会

や
非
組
合
員
も

対
象
と
し
た
イ

ン
ボ
イ
ス
説
明

会
等
を
開
催
。

こ
れ
ら
マ
ク
ロ

の
取
り
組
み
と

「
役
員
、
会
員

図
っ
た
。

　

会
員
増
強
で
は
県
の
補
助
金

な
ど
を
使
い
四
国
放
送
の
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
（
令
和
３
年
〜
４
年
）

　

振
興
指
針
は
生
活
衛
生
関
係

営
業
の
振
興
を
計
画
的
に
推
進

し
て
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
利

用
者
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
定
さ
れ
る
。
新
指
針

の
期
間
は
令
和
５
年
度
か
ら
９

年
度
末
ま
で
の
５
年
間
。
こ
の

指
針
の
下
、
各
組
合
は
振
興
計

画
を
立
案
す
る
。

　

新
指
針
は
五
つ
か
ら
な
り
、

第
一
に
「
飲
食
店
営
業
及
び
喫

茶
店
営
業
を
取
り
巻
く
状
況
」、

第
二
に
「
前
期
の
振
興
計
画
の

実
施
状
況
」、
第
三
に
「
飲
食

店
営
業
及
び
喫
茶
店
営
業
の
振

興
の
目
標
に
関
す
る
事
項
」、

　

沖
縄
、
新
潟
の
両
県
社
交
飲

食
業
組
合
は
令
和
４
年
度
、
全

社
連
を
通
じ
厚
生
労
働
省
の
令

和
３
年
度
補
正
予
算
事
業
「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社

交
飲
食
業
界
・
業
績

回
復
支
援
事
業
」
に

取
り
組
ん
だ
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
人
流
減

少
等
で
社
交
飲
食
店

の
売
上
低
迷
が
続
く

中
、
消
費
者
を
巻
き

込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と

で
地
域
の
活
性
化
、

経
営
の
回
復
、
組
合

の
認
知
度
向
上
を
目

指
し
た
。

　

沖
縄
県
組
合
（
下

地
秀
光
理
事
長
）
は

第
四
に
「
飲
食
店
営
業
及
び
喫

茶
店
営
業
の
振
興
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
」、

第
五
に
「
営
業
の
振
興
に
際
し

配
慮
す
べ
き
事
項
」
が
示
さ
れ

た
。

　

営
業
者
に
関
わ
る
第
三
の
事

項
の
う
ち
今
後
５
年
間
に
お
け

る
営
業
の
振
興
の
目
標
に
は
、

（
１
）
衛
生
問
題
へ
の
対
応

（
２
）
経
営
方
針
の
決
定
と
消

費
者
及
び
地
域
社
会
へ
の
貢
献

（
６
項
目
）
が
示
さ
れ
た
。

　

組
合
・
連
合
会
が
関
わ
る
第

四
、
五
の
振
興
計
画
事
項
は
、

前
回
の
18
項
目
か
ら
20
項
目
に

し
配
慮
す
べ
き
事
項
」
で
は
、

新
規
の
「
働
き
方
・
休
み
方
改

革
に
向
け
た
対
応
」
を
含
む
９

項
目
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
「
営
業
の
振
興
に

際
し
配
慮
す
べ
き
事
項
」（
９

項
目
）
は
次
の
通
り
。
❶
食

育
、
食
の
安
全
へ
の
関
心
の
高

ま
り
及
び
健
康
志
向
等
へ
の
対

応
❷
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
活
性
化

及
び
生
産
性
向
上
へ
の
対
応
❸

少
子
高
齢
化
社
会
等
へ
の
対
応

❹
地
域
と
の
共
生
（
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
及
び
強
化

〈
商
店
街
の
活
性
化
〉）
❺
環

境
の
保
全
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
強

化
及
び
食
品
循
環
資
源
の
再
生

利
用
等
の
推
進
❻
禁
煙
等
に
関

す
る
対
策
❼
災
害
へ
の
対
応
と

節
電
行
動
の
徹
底
❽
最
低
賃
金

の
引
上
げ
を
踏
ま
え
た
対
応

（
生
産
性
向
上
を
除
く
）
❾
働

き
方
・
休
み
方
改
革
に
向
け
た

対
応
（
新
規
）

　

令
和
４
年
秋

の
叙
勲
で
旭
日

双
光
章
を
受
章

し
た
東
京
都
組
合
理
事
長
・

塚
口
智
氏
（
全
社
連
副
会

長
）
と
長
崎
県
組
合
理
事
長

・
木
下
喜
行

氏
（
全
社
連

理
事
）
の
受

章
祝
賀
会
が

各
氏
の
地
元

で
盛
会
裏
に

行
わ
れ
、
出

席
し
た
全
社

連
関
係
者
も

受
章
を
祝
福

し
た
。

　

塚
口
氏
の

祝
賀
会
は
３
月
19
日
に
新
宿
の

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
。

全
社
連
か
ら
は
友
本
会
長
の
代

理
で
福
長
副
会
長
が
祝
辞
を
述

べ
塚
口
氏
は
「
叙
勲
の
栄
誉
に

恥
じ
ぬ
よ
う
業
界
、
地
域
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
精
進
し
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

木
下
氏
の
祝
賀
会
は
３
月
21

日
に
長
崎
市
の
ホ
テ
ル
矢
太
樓

で
開
催
。
全
社
連
の
祝
辞
は
友

本
会
長
の
代
理
で
中
島
副
会
長

が
述
べ
た
。
木
下
氏
は
「
皆
様

の
お
か
げ
で
受
章
す
る
こ
と
が

で
き
、
支
え
て
く
れ
た
妻
に
も

感
謝
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

改
定
さ
れ
た
。

　

第
四
の
営
業
者
に
対
す

る
支
援
事
項
（
表
を
参

照
）
は
、
新
規
の
「
食
品

関
連
情
報
の
提
供
や
行
政

施
策
の
推
進
に
関
す
る
事

項
」
を
含
む
11
項
目
、
第

五
の
「
営
業
の
振
興
に
際

第四　飲食店営業及び喫茶店営業の振興の目標を達成するために
必要な事項のうち「組合及び連合会による営業者の支援」項目

⑴ 衛生に関する知識及び意識の向上に関する事項
⑵ サービス、店舗及び設備の改善並びに業務の効率化に関する事項
⑶ 消費者利益の増進及び商品の提供方法に関する事項
⑷ 経営マネジメントの合理化及び効率化に関する事項
⑸ 経営課題に即した相談支援に関する事項
⑹ 営業者及び従業員の技能の向上に関する事項
⑺ 事業の共同化及び協業化に関する事項
⑻ 取引関係の改善に関する事項
⑼ 従業員の福利の充実に関する事項
⑽ 事業の承継及び後継者育成支援に関する事項
⑾ 食品関連情報の提供や行政施策の推進に関する事項【新規】

に
よ
る
個
別
の
ア
タ
ッ
ク
が
組

み
合
わ
さ
れ
新
規
会
員
が
増
え

た
」（
同
理
事
長
）
と
い
う
。

　

徳
島
県
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
ド

リ
ン
ク
ラ
リ
ー
関
連
で
４
回
、

補
助
金
を
受
け
集
客
に
役
立
て

た
。
こ
う
し
た
行
政
と
の
繋
が

り
を
県
下
の
自
治
体
に
も
広
げ

よ
う
と
、
柳
本
理
事
長
が
県
内

市
町
村
の
首
長
な
ど
と
面
会
し

組
合
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
も
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は

支
部
設
立
の
面
で
も
「
地
域
の

有
力
な
業
界
関
係
者
を
紹
介
し

て
も
ら
え
る
な
ど
有
効
に
働
い

て
い
る
」
と
話
す
。

　

今
後
も
会
員
増
強
に
注
力
す

る
一
方
、「
全
社
連
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
あ
る
明
確
な
料
金
表
示

の
徹
底
な
ど
に
取
り
組
み
、
世

間
の
人
が
抱
い
て
い
る
社
交
飲

食
業
の
特
別
視
を
変
え
て
い
き

た
い
」
と
同
理
事
長
は
話
す
。

⑤
徳
島
県
社
交
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

都
道
府
県
組
合
に

都
道
府
県
組
合
に

フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

新・振興指針に移行新・振興指針に移行社交
など

　

厚
生
労
働
省
は
３
月
27
日
、
飲
食
店
営
業
（
一
般
飲
食
業
、
中
華
料
理
業
、
料
理
業

及
び
社
交
業
）
及
び
喫
茶
店
営
業
の
振
興
指
針
・
改
正
を
告
示
し
４
月
１
日
か
ら
適
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
各
県
の
社
交
飲
食
業
組
合
は
「
振
興
計
画
の
変
更
認
定
申

請
書
」
を
作
成
し
各
都
道
府
県
組
合
に
提
出
し
た
。
旧
指
針
は
令
和
４
年
度
末
で
満
了

し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
か
ら
新
指
針
の
下
、
組
合
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

指
針
目
標
の
達
成
へ
11
項
目

配
慮
す
べ
き
事
項
は
９
項
目
に

組合及び
連 合 会

沖
縄
は
イ

ン

ボ
イ
ス
講
習
会
や
集
客
イ
ベ
ン
ト

新潟はGoToナイトと
関連イベントを実施

会員数が1.7倍に増える
小松島、阿南に支部が発足

うるま市支部で開かれた感謝祭（沖縄）

祝賀会の壇上で木下夫妻

出席者を迎える塚口氏

柳本理事長

新潟のクーポン付きチラシ

塚口東 京
理事長、木下長 崎

理事長を祝福
全社連役員も出席 地元で叙勲祝賀会

２
県
が
業
績
回
復
支
援
事
業

２
県
が
業
績
回
復
支
援
事
業
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日本政策金融公庫　国民生活事業（生活衛生貸付）　主要利率一覧表

※　使途、返済期間、担保の有無などによって異なる利率が適用されます。

（組合）
融資の種類 利率（注１）

一
　
般
　
貸
　
付

設
備
資
金

下記以外の設備資金 基準利率 0.98～2.90％

特定の設備 特別利率Ｃ 0.45～2.00％
運
転
資
金
共同購入運転資金 基準利率 0.98～2.23％

振
興
事
業
貸
付

設
備
資
金

振興事業施設のうち特定設備 特別利率Ｃ 0.45～2.00％

振興事業施設のうち特定設備以外のもの 基準利率 0.98～2.90％
運
転
資
金

振興計画に従って営業を営むのに必要な資金 基準利率 0.98～2.28％

共同購入運転資金 基準利率 0.98～2.28％

利率改定のご案内

このたび、当公庫の貸付利率が改定され令和５年４月３日以降の新規貸付
契約分から適用されることとなりましたので、ご案内申し上げます。

㈱日本政策金融公庫国民生活事業本部生活衛生融資部

〒100－0004東京都千代田区大手町1－9－4大手町フィナンシャルシティノースタワー

Tel03－3270－1651　　生活衛生融資部生活衛生企画グループ

ホームページアドレス　https://www.jfc.go.jp/

（会社及び個人）� (適用日：令和５年４月３日・年利：％）
融資の種類 利率（注１）

一
　
般
　
貸
　
付

設
備
資
金

下記以外の設備資金 基準利率 0.98～3.20％

省エネルギー設備 特別利率Ａ 0.58～2.20％
特別利率Ｂ 0.50～2.25％

衛生設備 特別利率Ｃ 0.45～1.70％
観光にかかる生産性向上の取組みを行うのに必要な資金 特別利率Ａ 0.58～2.80％
訪日外国人旅行者対応に必要な資金 特別利率Ｂ 0.50～2.55％

特
例
貸
付

福祉増進資金
防災・環境対策資金

基準利率 0.98～2.90％
特別利率Ｂ 0.50～2.25％
特別利率Ｃ 0.45～1.70％

生活衛生新企業育成資金（注２、３）

基準利率 0.98～2.90％
特別利率Ａ 0.58～2.50％
特別利率Ｂ 0.50～2.25％
特別利率Ｃ 0.45～2.00％

生活衛生事業承継・集約・活性化支援資金
基準利率 0.98～2.90％
特別利率Ａ 0.58～2.50％
特別利率Ｂ 0.50～2.25％

一般公衆浴場施設・設備 特別利率Ｅ 0.45～1.80％

振
　
興
　
事
　
業
　
貸
　
付

設
備
資
金

振興事業施設のうち特定設備（注４） 特別利率Ｃ 0.45～2.00％

省エネルギー設備 特別利率Ａ 0.58～2.50％
特別利率Ｂ 0.50～2.25％

衛生設備（注４） 特別利率Ｃ 0.45～2.00％
観光にかかる生産性向上の取組みを行うのに必要な資金 特別利率Ａ 0.58～2.50％
訪日外国人旅行者対応に必要な資金 特別利率Ｊ 0.30～2.15％
振興事業施設のうち上記以外のもの 基準利率 0.98～2.90％
福祉増進資金（注４）
防災・環境対策資金

特別利率Ｂ 0.50～2.25％
特別利率Ｃ 0.45～2.00％

生活衛生新企業育成資金（注２、３、４）
生活衛生事業承継・集約・活性化支援資金（注４）

基準利率 0.98～2.90％
特別利率Ａ 0.58～2.50％
特別利率Ｂ 0.50～2.25％
特別利率Ｃ 0.45～2.00％

運
転
資
金

振興計画に従って営業を営むのに必要な資金（注４） 基準利率 0.98～2.28％
標準営業約款登録営業者にかかる資金（注４） 特別利率Ａ 0.58～1.88％
キャッシュレス決済対応に必要な資金 特別利率A 0.58～1.88％
観光にかかる生産性向上の取組みを行うのに必要な資金 特別利率Ａ 0.58～1.88％
訪日外国人旅行者対応に必要な資金 特別利率Ｂ 0.50～1.63％

特
例
貸
付

生活衛生新企業育成資金（注３、４）

基準利率 0.98～2.28％
特別利率Ａ 0.58～1.88％
特別利率Ｂ 0.50～1.63％
特別利率Ｃ 0.45～1.38％

生活衛生事業承継・集約・活性化支援資金（注４）
基準利率 0.98～2.40％
特別利率Ａ 0.58～1.88％
特別利率Ｂ 0.50～1.63％

防災・環境対策資金 基準利率 0.98～1.98％
特別利率Ａ 0.58～1.58％

生活衛生セーフティネット貸付 基準利率 0.98～2.10％
特別利率Q 0.58～1.70％

生活衛生企業再生貸付 特別利率Ａ 0.58～2.20％
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（注５） 特別利率Ｆ 1.08％
災害貸付 基準利率（注６） 1.08～2.05％�
東日本大震災復興特別貸付
〔震災直接被害関連・震災間接被害関連〕（注７） 1.08～2.05％（当初３年間最大－1.4％）

東日本大震災復興特別貸付
〔震災セーフティネット関連〕

基準利率 0.98～2.10％�
特別利率R 0.78～1.90％�
特別利率Ｎ 0.68～1.80％�
特別利率U 0.48～1.60％�

令和２年７月豪雨特別貸付〔直接被害者・間接被害者〕（注７） 1.08～2.05％（直接被害者：当初３年間－0.9％）
令和２年７月豪雨特別貸付〔セーフティネット関連〕 基準利率 0.98～2.40％
新型コロナウイルス感染症特別貸付 1.08～1.75％（当初３年間－0.9％）
新型コロナウイルス感染症対策挑戦支援資本強化特別貸付（注８） 0.50～2.95％（当初３年間は0.50％）
挑戦支援資本強化特別貸付（注９） 0.50～4.65％

衛生環境激変特別貸付
基準利率 0.98～2.70％
　特別利率Ｃ 0.45～1.80％

（注1）�貸付利率は金融情勢によって変動しますので、 適用利率（固定） は、 記載されている利率とは異なる場合が

あります。

（注2）�他に、東日本大震災にかかる拡充措置（被災者創業・被災地創業）がございます。

（注3）�他に、創業後目標達成型金利がございます。詳しくは、支店の窓口までお問い合わせください。

（注4）�生活衛生同業組合等から、 一定の会計書類を準備していることの確認及び事業計画の確認を受けた方が振興

事業を行うための設備資金及び運転資金については、 通常適用される利率より 0.15％（生産性向上に資する

計画に基づく取組みを行う方が必要とする資金については、適用される利率より 0.30%）低い利率でご利用

いただけます（一部、ご利用いただけない場合がございます。）。

（注5）�他に、東日本大震災、新型コロナウイルス感染症及び令和2年7月豪雨に伴う拡充措置がございます。

（注6）�適用する貸付制度に定める貸付利率が、基準利率以外の場合は、当該貸付利率が適用されます。特災貸付に

該当する場合は、貸付後3年間、基準利率より 0.9％低い利率でご利用いただけます。なお、貸付利率の下

限は、0.05％になります。

（注7）�適用する貸付制度に定める貸付条件が、東日本大震災復興特別貸付及び令和2年7月豪雨特別貸付に掲げる

条件より有利である場合は、当該貸付条件が適用されます。なお、貸付利率の下限は、0.05％になります。

（注8）�貸付後1年ごとに、直近決算の業績に応じて、2区分の利率が適用されます（貸付後3年間の利率は 0.50％

となります。）。

（注9）�貸付後1年ごとに、直近決算の業績に応じて、2区分の利率が適用されます。

＊1　�創業支援貸付利率特例制度を適用する場合は、 通常適用される利率より0.65％（雇用の拡大を図る場合は

0.90%）低い利率でご利用いただけます。

＊2　�設備資金貸付利率特例制度（全国版）を適用する場合は、通常適用される利率より貸付後2年間 0.50%低い利

率でご利用いただけます。

＊3　�設備資金貸付利率特例制度（東日本版）を適用する場合は、通常適用される利率より全期間0.50％低い利率で

ご利用いただけます。

の
危
機
事
案
（
感
染
症
等
）
を

追
加
し
、
制
度
名
称
を
「
生
活

衛
生
関
係
営
業
災
害
復
興
特
別

貸
付
」
か
ら
「
同
危
機
対
応
特

別
貸
付
」
に
改
正

　

【
貸
付
制
度
の
延
長
等
】

　

次
の
貸
付
制
度
等
は
取
扱
期

間
が
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

延
長
さ
れ
た
。
▼
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
等
に
対
す
る
貸
付

制
度
（
東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
貸
付
等
）
▼
令
和
２
年
７
月

豪
雨
の
被
災
者
等
に
対
す
る
貸

付
制
度
（
令
和
２
年
７
月
豪
雨

特
別
貸
付
）
▼
振
興
事
業
促
進

支
援
融
資
制
度

（
生
活
衛
生
同

業
組
合
か
ら
一

定
の
会
計
書
類

を
準
備
し
て
い

る
こ
と
の
確
認

及
び
事
業
計
画

の
確
認
を
受
け

た
組
合
員
は
適

用
利
率
か
ら
０

・
15
％
、
生
産

性
向
上
に
資
す

る
計
画
に
基
づ

く
取
組
を
行
う

場
合
は
０
・
３

％
引
き
下
げ
る

制
度
）
▼
生
衛
経
営
改
善
資
金

特
別
貸
付
（
衛
経
）
の
貸
付
条

件
の
特
例
措
置
（
貸
付
限
度
額

の
引
き
上
げ
＝
１
０
０
０
万
円

→
２
０
０
０
万
円
、
貸
付
期
間

及
び
据
置
期
間
の
特
例
）
▼
生

活
衛
生
関
係
営
業
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
付
の
貸
付
限
度
額
・

据
置
期
間
に
係
る
特
例
措
置

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民

生
活
事
業
本
部
生
活
衛
生
融

資
部
は
、
４
月
か
ら
令
和
５

年
度
生
活
衛
生
資
金
貸
付
予

算
案
に
基
づ
い
た
制
度
改
正

等
を
行
っ
て
い
る
。
生
活
衛

生
資
金
貸
付
の
貸
付
規
模

（
計
画
額
）
は
前
年
度
当
初

比
で
12
・
８
％
減
の
１
５
０

０
億
円
。

　

【
貸
付
制
度
の
改
正
等
】

　

▼
生
活
衛
生
関
係
営
業
事

業
承
継
・
集

約
・
活
性
化

支
援
資
金
の

拡
充
＝
❶
特

別
利
率
Ｂ

（
基
準
利
率

マ
イ
ナ
ス
０

・
65
％
）
の

適
用
要
件
を

緩
和
（
対
象

の
現
経
営
者

の
年
齢
を
65

歳
以
上
か
ら

55
歳
以
上
に

引
き
下
げ
）

❷
貸
付
対
象

要
件
で
あ
る
「
中
期
的
な
事

業
承
継
計
画
を
策
定
す
る

者
」
の
定
義
を
「
貸
付
後
概

ね
７
年
以
内
」
か
ら
「
同
10

年
以
内
」
に
事
業
承
継
を
実

施
す
る
者
に
拡
充

　

▼
生
活
衛
生
関
係
営
業
災

害
復
興
特
別
貸
付
の
改
正
＝

対
象
事
案
に
自
然
災
害
以
外

　昨年夏に発足し全社連が会員とし
て参加している「カラオケ利用団体
協議会」(略称ＫＵＧＣ)の公式ホー
ムページがこのほど開設され、全社
連は活用を呼び掛けている。
　同協議会は、カラオケ歌唱に関す
る有益な情報提供を目的に全社連と
全飲連、(一社)カラオケ使用者連盟
の３団体で組織化している。
　３団体の構成員総数が社交飲食店
全体の20％を超えるため、ＪＡＳＲ
ＡＣが使用料規程について協議する
利用者代表の資格を有している。

会員専用ページも閲覧可能
　公式ホームページには、音楽著作
権についての解説やＱ＆Ａが掲載さ
れている会員専用ページがあり、店
舗の著作物使用料の目安を知ること
ができる自動計算システムも備えて
いる。同サイトへのアクセス後、下
記の全社連会員専用ＩＤとパスワー
ドでログインして閲覧できる。

◆KUGC公式ホームページURL
https://www.kugc.net/

【全社連会員用】
ログインID：zensyaren
パスワード:0357331975

　

日
本
政
策
金
融
公

庫
の
生
活
衛
生
新
型

コ
ロ
ナ
特
別
貸
付
、

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の

衛
経
（
改
善
貸
付
、

小
規
模
な
生
衛
組
合
員
向
け
）

な
ど
は
取
り
扱
い
が
今
年
３
月

末
ま
で
の
予
定
だ
っ
た
が
、
９

月
30
日
ま
で
に
半
年
間
、
延
長

さ
れ
た
。
延
長
は
全
社
連
な
ど

生
衛
団
体
が
要
望
し
て
い
た
。

　

両
制
度
で
は
、
利
子
補
給

（
当
初
３
年
分
）
の
取
り
扱
い

は
昨
年
９
月
末
で
終
了
し
た

が
、
当
初
３
年
間
の
利
率
優
遇

（
規
定
の
利
率
か
ら
０
・
９
％

優
遇
）
は
継
続
し
て
お
り
、
４

年
目
か
ら
通
常
利
率
と
な
る
。

　

ま
た
コ
ロ
ナ
衛
経
は
４
年
度

末
に
制
度
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
返
済
期
間
、
据
置
期
間
を

拡
充
し
た
。

　

返
済
期
間
は
設
備
資
金
、
運

転
資
金
と
も
従
来
の
10
年
以
内

か
ら
「
20
年
以
内
」
に
拡
充
。

据
置
期
間
は
、
従
来
の
設
備
資

金
４
年
以
内
、
運
転
資
金
３
年

以
内
を
共
に
「
５
年
以
内
」
に

拡
充
し
た
。

　

両
制
度
と
も
一
定
期
間
の
比

較
に
よ
る
売
上
減
少
要
件(

５

％
以
上)
が
あ
る
が
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
改
定
が
行
わ
れ
、

最
近
１
ヵ
月
間
の
売
上
高
又
は

過
去
６
ヵ
月
（
最
近
１
ヵ
月
を

含
む
）
の
平
均
売
上
高
と
比
較

す
る
対
象
期
間
が
「
前
４
年
の

い
ず
れ
か
の
年
の
同
期
」
か
ら

「
前
５
年
の
い
ず
れ
か
の
年
の

同
期
」
に
改
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
売
上
減
少
要
件

に
該
当
し
な
く
て
も
「
債
務
負

担
が
重
く
な
っ
て
い
る
方
」
が

貸
付
対
象
に
加
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
要
件
の
詳
細
は
、
お

近
く
の
日
本
公
庫
の
支
店
に
お

問
い
合
わ
せ
を
。

　

な
お
前
記
の
２
制
度
に
加
え

衛
生
環
境
激
変
対
策
特
別
貸

付
、
生
衛
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
貸
付
の
金
利
引
き
下
げ
措

置
な
ど
の
取
り
扱
い
も
同
じ
く

９
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
生
活
衛
生
資
金
貸
付

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
生
活
衛
生
資
金
貸
付

生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付
融資限度額 返済期間（うち据置期間）

設備資金
8,000万円（別枠） 20年以内（5年以内）

運転資金

新型コロナ関連の衛経（生活衛生改善貸付）
融資限度額 返済期間（うち据置期間）

設備資金
1,000万円（別枠） 20年以内（5年以内）

運転資金

いずれも貸付要件あり。衛経（改善貸付）は小規模組合員向け。

新型コロナ貸付など

９
月
末
ま　

　

で

取
扱
い
延
長

返
済
期
間
20
年
以
　
　
内

に
拡
充

コ
ロ
ナ

衛
　
経

カラオケ利用団体協議会
ホームページを開設

令和５年度の生活衛生貸付・予算

事業承継関連等の制度改正

貸付規模は1,500億円に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面


